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<
資
料
>
相
続
人
の
い
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
国
庫
帰
属
―
各
地
の
財
務
局
へ
の
情
報
公
開
請
求
か
ら
み
え
て
き
た
も
の
（
第
二
弾
)―田
處
博
之
一
は
じ
め
に
昭
和
三
〇
年
代
の
第
一
次
マ
ン
シ
ョ
ン
ブ
ー
ム
か
ら
す
で
に
半
世
紀
を
経
て
、
築
年
数
の
経
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
(⚑
)が
大
量
に
発
生
し
つ
つ
あ
る
(⚒
)。
そ
う
し
た
な
か
、
一
部
の
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
は
す
で
に
、
売
る
に
売
れ
な
い
状
況
を
迎
え
て
い
て
(⚓
)、
い
ず
れ
、
お
金
を
取
っ
て
売
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
お
金
を
つ
け
て
引
き
取
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
な
ど
と
、
冗
談
の
よ
う
な
話
し
も
巷
で
は
語
ら
れ
て
い
る
(⚔
)。
（
戸
建
て
で
な
く
）
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
ら
、
所
有
し
て
い
る
以
上
、
固
定
資
産
税
だ
け
で
な
く
、
管
理
費
や
修
繕
積
立
金
の
負
担
も
月
々
か
か
っ
て
く
る
わ
け
で
、
価
値
が
な
い
ど
こ
ろ
か
、
価
値
が
実
質
的
に
マ
イ
ナ
ス
化
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
も
し
所
有
者
が
札
幌
学
院
法
学
（
二
〇
一
九
）
三
五
巻
二
号
一
-一
三
一
(六
五
)
死
亡
し
、
相
続
が
開
始
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
相
続
人
が
相
続
放
棄
し
て
、
負
担
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
、
相
続
放
棄
の
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
る
以
上
、
当
然
、
可
能
で
あ
る
(⚕
)。
そ
の
よ
う
に
し
て
す
べ
て
の
相
続
人
が
相
続
放
棄
し
て
、
相
続
人
が
い
な
く
な
れ
ば
、
相
続
人
不
存
在
と
し
て
、
そ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
相
続
財
産
の
清
算
を
済
ま
せ
た
の
ち
、
民
法
九
五
九
条
に
よ
り
国
庫
に
帰
属
す
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
に
相
続
人
不
存
在
に
よ
り
国
庫
に
帰
属
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
実
例
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
不
動
産
の
国
庫
帰
属
の
実
務
は
、
各
地
の
財
務
局
、
財
務
事
務
所
ま
た
は
出
張
所
（
以
下
、
財
務
局
等
と
い
う
(⚖
)。）
が
担
っ
て
い
る
。
筆
者
は
、
前
稿
(⚗
)に
お
い
て
、
平
成
二
三
年
度
か
ら
平
成
二
七
年
度
ま
で
の
五
年
間
に
、
各
地
の
財
務
局
等
が
、
無
主
と
し
て
（
相
続
人
不
存
在
と
し
て
で
は
な
く
。
し
た
が
っ
て
、
根
拠
条
文
は
民
法
九
五
九
条
で
は
な
く
、
民
法
二
三
九
条
二
項
で
あ
る
。）
国
庫
帰
属
を
受
け
た
不
動
産
に
つ
い
て
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
情
報
公
開
法
）
に
基
づ
き
、
資
料
の
提
供
を
受
け
、
そ
の
事
案
内
容
を
紹
介
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
相
続
人
不
存
在
に
よ
り
国
庫
に
帰
属
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
今
般
、
各
地
の
財
務
局
に
改
め
て
情
報
公
開
請
求
を
行
い
、
相
続
人
不
存
在
に
よ
り
国
庫
に
帰
属
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
を
対
象
に
、
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。
す
べ
て
の
相
続
人
が
相
続
放
棄
し
て
相
続
人
が
い
な
く
な
る
と
（
あ
る
い
は
、
被
相
続
人
に
身
寄
り
が
な
く
て
、
も
と
も
と
相
続
人
が
い
な
い
と
）、
相
続
財
産
の
管
理
人
が
家
裁
に
よ
り
選
任
さ
れ
て
（
民
法
九
五
二
条
）、
管
理
人
は
、
相
続
財
産
か
ら
、
債
務
の
弁
済
や
特
別
縁
故
者
へ
の
分
与
を
済
ま
せ
、
そ
の
う
え
で
も
し
残
っ
た
財
産
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
国
庫
に
帰
属
す
る
（
民
法
九
五
九
条
）。
実
務
的
に
は
、
残
っ
た
財
産
は
、
管
理
人
に
お
い
て
、
権
限
外
行
為
許
可
の
審
判
を
家
裁
で
受
け
て
、
す
べ
て
売
却
し
（
現
金
化
し
）、
現
金
で
家
裁
に
納
付
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
残
っ
た
財
産
の
な
か
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
る
場
合
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
れ
ば
普
通
は
売
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
売
っ
て
得
ら
れ
た
代
金
を
家
裁
に
納
付
す
る
こ
と
と
な
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ま
ま
国
庫
に
帰
属
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
相
続
人
の
い
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
国
庫
帰
属
（
田
處
博
之
）
二
(六
六
)
し
か
し
、
な
か
に
は
、
ど
う
に
も
売
れ
ず
に
残
っ
て
し
ま
う
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
う
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
は
現
金
化
さ
れ
ず
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ま
ま
、
国
庫
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
に
財
務
局
等
で
国
庫
引
継
の
手
続
が
取
ら
れ
て
、
相
続
人
不
存
在
に
よ
り
、
い
わ
ば
国
有
マ
ン
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
実
例
を
、
以
下
の
と
お
り
五
件
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
な
く
て
、
土
地
や
建
物
が
相
続
人
不
存
在
に
よ
り
国
庫
帰
属
と
な
る
こ
と
は
、
普
通
に
あ
る
(⚘
)（
数
は
多
く
な
い
が
）。
二
事
例
の
紹
介
以
下
の
記
述
は
、
情
報
公
開
請
求
に
よ
り
提
供
を
受
け
た
普
通
財
産
取
得
決
議
書
、
引
継
調
書
そ
の
他
の
行
政
文
書
の
記
載
に
基
づ
く
。
記
載
内
容
が
不
十
分
で
（
あ
る
い
は
、
提
供
に
あ
た
り
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
る
な
ど
し
た
た
め
）、
筆
者
の
推
測
で
補
充
し
た
部
分
も
一
部
に
あ
る
が
、
そ
う
し
た
部
分
は
、⽛
の
よ
う
で
あ
る
⽜
と
か
⽛
と
推
測
さ
れ
る
⽜
な
ど
の
文
言
に
よ
り
そ
の
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
記
述
し
た
。
【
⚑
】【
⚒
】
平
成
二
七
年
一
月
一
日
国
庫
帰
属
静
岡
財
務
事
務
所
沼
津
出
張
所
物
件
は
、
静
岡
県
熱
海
市
に
所
在
す
る
昭
和
五
一
年
一
〇
月
一
六
日
建
築
の
地
上
一
六
階
建
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
一
六
階
建
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
傾
斜
地
に
複
数
棟
が
建
っ
て
い
て
高
低
差
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
棟
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
く
、
全
棟
を
通
し
て
み
た
と
き
の
階
数
が
一
六
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
今
回
、
相
続
人
不
存
在
に
よ
り
国
庫
帰
属
と
な
っ
た
の
は
二
住
戸
あ
る
。
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
が
、
被
相
続
人
は
別
々
と
思
わ
れ
る
（
被
相
続
人
の
氏
名
は
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
の
で
不
明
だ
が
、
記
載
の
長
さ
が
異
な
る
の
で
字
数
が
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
、
別
人
と
思
わ
れ
る
。）。
国
庫
帰
属
の
決
議
書
も
別
々
に
起
こ
さ
れ
て
札
幌
学
院
法
学
（
三
五
巻
二
号
）
三
(六
七
)
い
る
が
、
記
載
内
容
が
ご
く
一
部
を
除
き
、
同
一
な
の
で
、
二
件
一
括
し
て
紹
介
す
る
。
住
戸
は
い
ず
れ
も
六
階
部
分
で
、
延
床
面
積
は
三
六
・
〇
一
平
米
、
台
帳
上
の
価
格
は
建
物
部
分
が
二
九
一
万
二
六
五
二
円
、
敷
地
部
分
が
九
二
万
五
七
九
三
円
で
あ
る
（
二
住
戸
と
も
）。
あ
ま
り
広
く
な
い
し
、
管
理
処
分
調
書
に
は
⽛
周
辺
は
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
・
保
養
所
等
の
施
設
及
び
一
般
住
宅
が
混
在
す
る
地
域
⽜
と
あ
る
の
で
、
熱
海
と
い
う
土
地
柄
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
な
の
で
あ
ろ
う
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
名
前
や
住
居
表
示
は
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
住
戸
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
の
相
続
人
が
相
続
を
放
棄
し
た
た
め
相
続
人
不
存
在
と
な
り
、
相
続
財
産
の
管
理
人
（
弁
護
士
）
が
選
任
さ
れ
た
。
沼
津
出
張
所
は
、
平
成
二
六
年
一
二
月
一
一
日
に
、
相
続
財
産
の
管
理
人
か
ら
の
不
動
産
引
継
書
を
受
理
し
、
平
成
二
七
年
一
月
一
日
に
国
庫
帰
属
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
沼
津
出
張
所
は
、
平
成
二
六
年
一
二
月
一
〇
日
に
、
管
理
組
合
と
覚
書
を
交
わ
し
、
平
成
二
七
年
一
月
以
降
、
管
理
費
五
万
三
八
〇
〇
円
、
修
繕
積
立
金
一
万
四
〇
〇
〇
円
、
水
道
料
二
五
六
二
円
、
電
話
代
一
六
二
円
の
計
七
万
五
二
四
円
（
い
ず
れ
も
月
額
）
を
支
払
う
こ
と
を
確
認
し
、
平
成
二
六
年
度
の
予
算
措
置
も
済
ま
せ
た
。
な
お
、
平
成
二
六
年
一
二
月
分
ま
で
の
管
理
費
等
は
滞
納
さ
れ
て
い
て
、
管
理
組
合
は
、
平
成
二
七
年
一
月
一
日
に
国
庫
帰
属
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
被
相
続
人
が
差
し
入
れ
た
保
証
金
の
充
当
を
条
件
と
し
て
滞
納
分
の
債
権
放
棄
を
内
諾
し
た
。
固
定
資
産
税
も
滞
納
さ
れ
て
い
て
、
熱
海
市
は
平
成
二
六
年
一
二
月
分
ま
で
の
滞
納
分
を
地
方
税
法
一
五
条
の
七
第
五
項
の
類
推
適
用
に
よ
り
徴
収
不
能
・
義
務
消
滅
と
し
て
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
の
で
、
普
通
な
ら
価
値
が
あ
っ
て
売
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
相
続
財
産
の
管
理
人
に
お
い
て
売
却
し
（
現
金
化
し
）、
そ
の
現
金
を
家
裁
に
納
付
す
る
の
が
通
常
で
、
財
務
局
等
で
の
国
庫
引
継
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
件
の
場
合
、
相
続
財
産
の
管
理
人
名
の
不
動
産
引
継
書
の
記
載
に
よ
る
と
、
固
定
資
産
税
や
管
理
費
等
の
滞
納
が
あ
り
（
そ
相
続
人
の
い
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
国
庫
帰
属
（
田
處
博
之
）
四
(六
八
)
の
金
額
は
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
不
明
で
あ
る
。）、
売
却
先
と
な
る
第
三
者
は
現
れ
ず
、
管
理
組
合
も
譲
受
け
を
拒
否
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ま
ま
国
庫
帰
属
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
管
理
処
分
調
書
の
記
載
に
よ
る
と
、
沼
津
出
張
所
は
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
す
る
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
で
買
い
手
が
現
れ
る
ま
で
は
、
国
が
所
有
し
て
、
管
理
費
・
修
繕
積
立
金
等
を
負
担
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
【
⚓
】
平
成
二
九
年
一
二
月
一
日
国
庫
帰
属
静
岡
財
務
事
務
所
沼
津
出
張
所
物
件
は
、
静
岡
県
熱
海
市
に
所
在
す
る
昭
和
五
一
年
一
〇
月
一
六
日
建
築
の
地
上
一
六
階
建
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、【
⚑
】【
⚒
】
と
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
と
思
わ
れ
る
。
住
戸
は
一
二
階
部
分
で
、
延
床
面
積
は
三
六
・
〇
一
平
米
、
台
帳
上
の
価
格
は
建
物
部
分
が
二
九
八
万
五
九
八
円
、
敷
地
部
分
が
九
〇
万
五
六
九
六
円
で
あ
る
。
管
理
処
分
調
書
に
は
、【
⚑
】【
⚒
】
と
同
様
、⽛
周
辺
は
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
・
保
養
所
等
の
施
設
及
び
一
般
住
宅
が
混
在
す
る
地
域
⽜
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
相
続
人
が
相
続
放
棄
し
た
結
果
か
、
身
寄
り
が
な
く
て
も
と
も
と
相
続
人
が
い
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
相
続
人
不
存
在
と
し
て
、
相
続
財
産
の
管
理
人
（
弁
護
士
）
が
選
任
さ
れ
た
。
沼
津
出
張
所
は
、
平
成
二
九
年
一
一
月
一
〇
日
に
、
相
続
財
産
の
管
理
人
か
ら
の
国
庫
帰
属
不
動
産
不
動
産
引
継
書
を
受
理
し
、
平
成
二
九
年
一
二
月
一
日
に
国
庫
帰
属
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
沼
津
出
張
所
は
、
平
成
二
九
年
一
二
月
一
二
日
に
、
管
理
組
合
と
覚
書
を
交
わ
し
、
平
成
二
九
年
一
二
月
以
降
、
管
理
費
五
万
三
八
〇
〇
円
、
修
繕
積
立
金
一
万
四
〇
〇
〇
円
、
水
道
料
二
五
六
二
円
、
電
話
代
一
六
二
円
の
計
七
万
五
二
四
円
（
い
ず
れ
も
月
額
）
を
支
払
う
こ
と
を
確
認
し
、
平
成
二
九
年
度
の
予
算
措
置
も
済
ま
せ
た
（（
項
）
財
務
局
業
務
費
／
(目
）
国
有
財
産
管
理
処
分
庁
費
（
普
通
財
産
管
理
経
費
)／
(目
の
細
分
）
雑
役
務
費
（
区
分
所
有
建
物
管
理
））。
な
お
、
平
成
二
九
年
一
一
月
分
ま
で
の
管
理
費
等
は
滞
納
さ
札
幌
学
院
法
学
（
三
五
巻
二
号
）
五
(六
九
)
れ
て
い
て
、
管
理
組
合
か
ら
、
国
庫
帰
属
の
際
に
は
債
権
放
棄
す
る
こ
と
の
承
認
決
議
を
受
け
て
い
る
。
固
定
資
産
税
も
平
成
二
九
年
度
二
期
分
ま
で
滞
納
さ
れ
て
い
て
、
熱
海
市
に
お
い
て
、
地
方
税
法
一
五
条
の
七
に
基
づ
き
、
回
収
不
能
と
し
て
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
滞
納
金
額
は
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
不
明
で
あ
る
。
こ
の
事
案
で
も
、
相
続
財
産
の
管
理
人
名
の
国
庫
帰
属
不
動
産
引
継
書
の
記
載
に
よ
る
と
、
管
理
人
に
お
い
て
、
第
三
者
な
い
し
管
理
組
合
法
人
へ
の
処
分
を
な
す
べ
く
調
整
が
試
み
ら
れ
た
が
、
購
入
意
思
を
示
す
第
三
者
は
現
れ
ず
、
ま
た
、
管
理
組
合
法
人
も
取
得
を
断
念
し
た
と
の
こ
と
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ま
ま
国
庫
帰
属
と
な
っ
た
。
【
⚔
】
平
成
二
九
年
一
二
月
二
六
日
国
庫
帰
属
静
岡
財
務
事
務
所
沼
津
出
張
所
物
件
は
、
静
岡
県
熱
海
市
に
所
在
す
る
昭
和
四
九
年
六
月
三
〇
日
建
築
の
地
上
一
三
階
建
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
一
三
階
建
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
傾
斜
地
に
複
数
棟
が
建
っ
て
い
て
高
低
差
が
あ
っ
て
、
全
棟
を
通
し
て
み
た
と
き
の
階
数
が
一
三
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
住
戸
は
一
三
階
部
分
で
、
延
床
面
積
は
二
四
・
六
一
平
米
、
台
帳
上
の
価
格
は
建
物
部
分
が
一
九
四
万
八
〇
九
三
円
、
敷
地
部
分
が
四
八
万
二
三
六
二
円
で
あ
る
。
あ
ま
り
広
く
な
い
し
、
管
理
処
分
調
書
に
は
⽛
周
辺
は
ホ
テ
ル
・
住
宅
が
混
在
す
る
地
域
⽜
と
あ
る
の
で
、
熱
海
と
い
う
土
地
柄
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
な
の
で
あ
ろ
う
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
名
前
や
住
居
表
示
は
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
不
明
で
あ
る
。
す
べ
て
の
相
続
人
が
相
続
を
放
棄
し
た
た
め
相
続
人
不
存
在
と
な
り
、
親
族
が
相
続
財
産
の
管
理
人
の
選
任
を
申
し
立
て
、
弁
護
士
が
選
任
さ
れ
た
。
沼
津
出
張
所
は
、
平
成
二
九
年
一
二
月
二
二
日
に
、
相
続
財
産
の
管
理
人
か
ら
の
国
庫
帰
属
不
動
産
引
継
書
を
受
理
し
、
平
成
二
九
年
一
二
月
二
六
日
に
国
庫
帰
属
と
な
っ
た
。
相
続
人
の
い
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
国
庫
帰
属
（
田
處
博
之
）
六
(七
〇
)
そ
の
後
、
沼
津
出
張
所
は
、
平
成
三
〇
年
一
月
二
五
日
に
、
管
理
組
合
と
覚
書
を
交
わ
し
、
平
成
二
九
年
一
二
月
以
降
、
管
理
費
二
万
九
五
〇
〇
円
、
修
繕
積
立
金
一
万
六
〇
〇
円
、
水
道
料
二
五
六
二
円
、
下
水
道
料
二
七
七
五
円
の
計
四
万
五
四
三
七
円
（
い
ず
れ
も
月
額
）
を
支
払
う
こ
と
を
確
認
し
、
平
成
二
九
年
度
の
予
算
措
置
も
済
ま
せ
た
（（
項
）
財
務
局
業
務
費
／
(目
）
国
有
財
産
管
理
処
分
庁
費
（
普
通
財
産
管
理
経
費
)／
(目
の
細
分
）
雑
役
務
費
（
区
分
所
有
建
物
管
理
））。
な
お
、
管
理
費
に
つ
い
て
は
、
管
理
規
約
二
六
条
五
項
お
よ
び
管
理
費
減
免
規
定
が
、
一
．
専
有
部
分
を
現
に
利
用
し
て
い
な
い
、
二
．
専
有
部
分
及
び
専
有
使
用
部
分
か
ら
、
家
具
等
の
荷
物
の
一
切
を
搬
出
し
て
い
る
、
三
．
専
有
部
分
の
売
却
及
び
賃
貸
の
た
め
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
媒
介
等
の
依
頼
を
し
て
い
る
、
四
．
以
上
の
要
件
す
べ
て
の
充
足
を
理
事
長
が
確
認
し
、
減
免
を
承
認
し
た
日
か
ら
六
ヶ
月
を
経
過
し
て
い
る
場
合
の
減
免
を
規
定
し
て
い
て
、
す
で
に
相
続
財
産
の
管
理
人
に
お
い
て
、
減
免
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
国
は
、
平
成
二
九
年
一
二
月
九
日
に
、
管
理
組
合
か
ら
、
管
理
費
減
免
を
継
続
適
用
す
る
旨
の
総
会
決
議
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
管
理
費
等
は
滞
納
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
債
権
放
棄
も
決
議
さ
れ
て
い
る
（
滞
納
金
額
は
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
不
明
で
あ
る
。）。
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
九
年
度
分
ま
で
相
続
財
産
の
管
理
人
に
お
い
て
支
払
済
み
で
、
滞
納
は
な
か
っ
た
。
相
続
財
産
の
管
理
人
名
の
国
庫
帰
属
不
動
産
引
継
書
の
記
載
に
よ
る
と
、
こ
の
物
件
は
、
被
相
続
人
が
存
命
中
か
ら
売
却
の
仲
介
が
依
頼
さ
れ
て
い
て
、
相
続
財
産
の
管
理
人
も
売
却
の
仲
介
を
依
頼
し
て
い
た
が
、
売
却
の
目
途
が
ま
っ
た
く
立
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ま
ま
国
庫
帰
属
と
な
っ
た
。
【
⚕
】
平
成
三
〇
年
五
月
七
日
国
庫
帰
属
新
潟
財
務
事
務
所
物
件
は
、
新
潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
に
所
在
す
る
昭
和
五
三
年
一
一
月
三
〇
日
建
築
の
地
上
六
階
建
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
今
回
、
相
続
人
不
存
在
に
よ
り
国
庫
帰
属
と
な
っ
た
住
戸
は
、
何
階
部
分
か
は
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
不
札
幌
学
院
法
学
（
三
五
巻
二
号
）
七
(七
一
)
明
で
、
延
床
面
積
一
七
・
五
九
平
米
、
台
帳
上
の
価
格
は
建
物
部
分
が
一
〇
八
万
六
四
二
九
円
、
敷
地
部
分
が
四
万
六
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。
あ
ま
り
広
く
な
い
し
、
管
理
処
分
調
書
に
は
⽛
付
近
は
ス
キ
ー
場
や
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
が
所
在
す
る
地
区
⽜
と
あ
る
の
で
、
越
後
湯
沢
と
い
う
土
地
柄
、リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
な
の
で
あ
ろ
う
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
名
前
や
住
居
表
示
は
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
不
明
で
あ
る
。
相
続
人
が
相
続
放
棄
し
た
結
果
か
、
身
寄
り
が
な
く
て
も
と
も
と
相
続
人
が
い
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
相
続
人
不
存
在
と
し
て
、
相
続
財
産
の
管
理
人
（
弁
護
士
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
。）
が
選
任
さ
れ
た
。
住
戸
内
に
は
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
布
団
、
こ
た
つ
、
棚
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
扇
風
機
、
掃
除
機
、
ラ
ジ
カ
セ
、
除
湿
器
、
水
筒
、
置
き
時
計
、
そ
の
他
の
動
産
類
、
ま
た
、
位
牌
三
柱
が
残
さ
れ
て
い
た
た
め
、
相
続
財
産
の
管
理
人
は
、
家
裁
か
ら
権
限
外
行
為
（
動
産
類
の
廃
棄
、
位
牌
の
永
代
供
養
費
用
の
支
払
い
、
住
戸
内
の
清
掃
お
よ
び
改
修
の
依
頼
）
の
許
可
を
得
た
。
そ
の
結
果
、相
続
財
産
の
管
理
人
が
平
成
三
〇
年
四
月
二
日
に
国
庫
帰
属
不
動
産
引
継
書
を
新
潟
財
務
事
務
所
に
差
し
入
れ
た
際
に
は
、
住
戸
内
は
家
財
道
具
等
動
産
は
一
切
な
く
、
占
有
者
も
い
な
い
空
家
の
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
相
続
財
産
の
管
理
人
と
新
潟
財
務
事
務
所
は
、
平
成
三
〇
年
五
月
七
日
に
、
引
継
引
受
財
産
受
渡
証
書
を
取
り
交
わ
し
、
同
日
に
国
庫
帰
属
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
新
潟
財
務
事
務
所
は
、
平
成
三
〇
年
五
月
一
日
に
予
算
措
置
を
済
ま
せ
（（
項
）
財
務
局
業
務
費
（
目
）
国
有
財
産
管
理
処
分
庁
費
（
目
の
細
分
）
雑
役
務
費
）、
国
庫
帰
属
後
の
平
成
三
〇
年
六
月
六
日
に
、
平
成
三
〇
年
度
分
の
一
般
管
理
費
お
よ
び
計
画
修
繕
積
立
金
の
支
払
い
に
つ
き
決
裁
を
済
ま
せ
て
い
る
。
一
般
管
理
費
の
額
は
七
六
〇
〇
円
、
計
画
修
繕
積
立
金
の
額
は
一
七
〇
〇
円
で
あ
る
（
い
ず
れ
も
月
額
）。
な
お
、
平
成
三
〇
年
五
～
六
月
分
は
前
所
有
者
（
相
続
財
産
の
管
理
人
）
に
お
い
て
支
払
済
み
で
、
ま
た
、
特
別
積
立
金
を
支
払
う
必
要
が
出
て
き
た
と
き
は
、
別
途
決
裁
を
行
う
も
の
と
さ
れ
た
。
相
続
人
の
い
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
国
庫
帰
属
（
田
處
博
之
）
八
(七
二
)
三お
わ
り
に
相
続
人
不
存
在
に
よ
り
国
庫
帰
属
と
な
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
筆
者
の
と
こ
ろ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
以
上
の
五
件
に
と
ど
ま
る
。
実
際
に
こ
の
五
件
し
か
な
い
の
か
ど
う
か
は
、
実
は
定
か
で
は
な
い
。
各
地
の
財
務
局
に
お
い
て
、
国
庫
帰
属
の
不
動
産
を
シ
ス
テ
ム
的
に
一
覧
で
き
る
の
は
、
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
た
平
成
二
二
年
一
月
の
時
点
以
降
の
分
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
前
に
売
り
払
わ
れ
る
な
ど
し
て
台
帳
に
登
載
さ
れ
な
く
な
っ
た
物
件
は
、
帰
属
の
決
議
書
の
綴
り
を
一
つ
一
つ
当
た
っ
て
確
認
す
る
し
か
術
が
な
い
よ
う
で
あ
り
、
そ
こ
ま
で
の
作
業
を
財
務
局
の
職
員
に
お
願
い
す
る
の
は
さ
す
が
に
は
ば
か
ら
れ
た
(⚙
)。
と
は
い
え
、
本
稿
で
紹
介
し
た
五
件
の
う
ち
、
一
件
は
越
後
湯
沢
、
他
四
件
は
熱
海
で
、
熱
海
の
四
件
の
う
ち
三
件
は
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
別
住
戸
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
相
続
人
不
存
在
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
国
庫
帰
属
は
、
局
所
的
で
あ
っ
て
、
全
国
に
お
い
て
普
遍
的
に
み
ら
れ
て
い
る
現
象
と
は
い
え
な
い
。
件
数
も
、
か
り
に
洩
れ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
五
件
を
そ
う
大
き
く
上
回
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
(
10)。
や
は
り
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
ら
、
多
く
は
、
相
続
財
産
の
管
理
人
に
お
い
て
普
通
に
売
却
（
現
金
化
）
で
き
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
あ
る
い
は
、
売
却
に
苦
労
す
る
よ
う
な
物
件
で
あ
っ
て
も
、
値
を
下
げ
て
、
な
ん
と
か
引
き
取
り
手
を
見
付
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
）。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
ま
だ
五
件
（
や
そ
こ
ら
）
に
と
ど
ま
る
が
、
将
来
的
に
増
加
し
て
く
る
可
能
性
は
否
め
な
い
。
本
稿
で
紹
介
し
た
五
件
は
、
場
所
柄
、
い
ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
今
後
は
、
市
中
の
普
通
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
、
無
価
値
ゆ
え
に
（
所
有
す
る
こ
と
に
と
も
な
う
負
担
を
考
え
れ
ば
、
価
値
が
実
質
的
に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
が
ゆ
え
に
）
相
続
放
棄
さ
れ
、
相
続
財
産
の
管
理
人
に
お
い
て
売
却
が
か
な
わ
ず
、
結
局
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ま
ま
で
国
庫
帰
属
と
な
っ
て
く
る
例
が
出
て
き
て
も
、
ま
っ
札
幌
学
院
法
学
（
三
五
巻
二
号
）
九
(七
三
)
た
く
お
か
し
く
な
い
。
相
続
人
不
存
在
な
の
に
、
相
続
財
産
の
管
理
人
が
選
任
さ
れ
な
い
（
管
理
人
の
選
任
を
家
裁
に
請
求
す
る
者
が
い
な
い
）
た
め
、
相
続
財
産
管
理
の
業
務
が
開
始
さ
れ
ず
に
、
誰
も
管
理
す
る
人
な
く
放
置
さ
れ
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
存
在
が
管
理
組
合
を
悩
ま
し
て
い
る
昨
今
(
11)、
放
置
さ
れ
ず
に
相
続
財
産
の
管
理
人
が
選
任
さ
れ
て
、
国
庫
帰
属
と
な
っ
て
い
く
こ
と
は
、
引
き
取
り
手
の
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
行
く
末
と
し
て
、
一
つ
の
あ
り
方
と
い
え
よ
う
が
、
全
国
で
五
件
や
そ
こ
ら
で
あ
れ
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
今
後
、
こ
う
し
た
国
有
化
が
頻
発
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
果
た
し
て
そ
う
い
う
こ
と
で
い
い
の
か
ど
う
か
。
管
理
組
合
に
し
て
み
れ
ば
、
国
有
化
は
管
理
費
等
の
取
り
は
ぐ
れ
も
な
く
、
あ
り
が
た
い
ハ
ナ
シ
で
あ
ろ
う
が
、
国
庫
帰
属
後
、
財
務
局
等
が
管
理
費
等
と
し
て
月
々
支
払
う
お
金
は
、
出
所
は
我
々
の
税
金
で
あ
っ
て
、
国
庫
帰
属
は
、
終
末
期
を
迎
え
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
経
済
的
延
命
を
国
民
全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
マ
ン
シ
ョ
ン
は
私
有
財
産
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
関
わ
る
私
人
が
、
責
任
を
も
っ
て
最
後
の
後
始
末
を
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。
同
じ
不
動
産
で
も
、
土
地
は
、
最
後
の
後
始
末
を
求
め
ら
れ
て
も
、
所
有
者
と
し
て
対
処
の
し
よ
う
が
な
い
（
物
理
的
に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。）。
し
か
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は
建
物
で
あ
っ
て
、
人
間
が
こ
の
世
の
中
に
あ
え
て
作
り
出
し
た
存
在
な
の
だ
か
ら
、
作
っ
て
お
い
て
、
ま
た
、
さ
ん
ざ
ん
使
い
倒
し
て
お
い
て
あ
と
は
最
後
ど
う
な
ろ
う
と
知
ら
な
い
、
と
い
う
の
は
無
責
任
で
は
な
い
か
。
マ
ン
シ
ョ
ン
を
作
っ
た
者
、
買
っ
た
者
、
所
有
す
る
者
が
責
任
を
も
っ
て
最
後
の
後
始
末
に
関
わ
っ
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
を
ど
う
構
築
し
て
い
く
か
、
検
討
が
急
が
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。
（
注
）
（
1)
本
稿
で
マ
ン
シ
ョ
ン
と
は
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
区
分
所
有
さ
れ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
い
う
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
語
は
、
そ
の
建
物
全
体
を
指
す
意
味
で
も
、
建
物
内
の
区
分
所
有
さ
れ
る
一
住
戸
を
指
す
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
が
、⽛
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
物
全
相
続
人
の
い
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
国
庫
帰
属
（
田
處
博
之
）
一
〇
(七
四
)
体
⽜、⽛
マ
ン
シ
ョ
ン
内
の
住
戸
⽜
な
ど
と
、
言
葉
を
使
い
分
け
て
表
記
す
る
の
も
煩
瑣
な
の
で
、
文
脈
で
ご
理
解
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
本
稿
で
は
、
二
義
的
で
は
あ
る
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
語
を
両
方
の
意
味
で
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
（
⚒
）
国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、
平
成
二
九
年
末
現
在
で
築
四
〇
年
超
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
七
二
・
九
万
戸
で
、
ス
ト
ッ
ク
総
数
に
占
め
る
割
合
は
約
一
割
で
あ
る
と
こ
ろ
、
一
〇
年
後
に
は
約
二
・
五
倍
の
一
八
四
・
九
万
戸
、
二
〇
年
後
に
は
約
五
倍
の
三
五
一
・
九
万
戸
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
http://w
w
w
.m
lit.go.jp/com
m
on/001235973.pdf
（
⚓
）
椎
葉
基
史
⽝
身
内
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
⽛
相
続
放
棄
⽜
が
分
か
る
本
⽞（
平
成
三
〇
年
、
ポ
プ
ラ
社
）
一
一
七
～
一
二
三
頁
を
参
照
。
（
⚔
）
荻
原
博
子
⽝
荻
原
博
子
の
金
持
ち
老
後
貧
乏
老
後
⽞（
平
成
二
四
年
、
毎
日
新
聞
社
）
一
七
五
頁
を
参
照
。
（
⚕
）
な
お
、⽛
負
動
産
⽜
と
化
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
相
続
開
始
を
待
た
ず
に
、
所
有
者
が
所
有
権
を
放
棄
し
て
、
負
担
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
も
、
一
つ
の
論
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
（
マ
ン
シ
ョ
ン
に
限
ら
ず
）
不
動
産
一
般
に
つ
い
て
所
有
権
放
棄
が
可
能
か
ど
う
か
の
問
題
は
、
近
年
、
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
先
駆
的
研
究
と
し
て
、
鎌
野
邦
樹
⽛
縮
小
都
市
に
お
け
る
⽝
住
居
所
有
権
⽞
の
在
り
方
⽜
住
総
研
研
究
論
文
集
三
八
号
（
平
成
二
三
年
）
三
七
頁
、
四
七
頁
注
一
、
藤
巻
梓
⽛
不
動
産
所
有
権
と
そ
の
共
有
持
分
の
放
棄
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
二
〇
〇
七
年
の
二
つ
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
決
定
を
題
材
に
し
て
⽜
静
岡
大
学
法
政
研
究
一
六
巻
一
～
四
号
（
平
成
二
四
年
）
七
三
頁
な
ど
）。
学
説
で
は
、―
（
一
般
論
は
別
と
し
て
、
少
な
く
と
も
）
要
ら
な
い
の
で
（
売
る
と
か
で
は
な
く
て
）
た
だ
捨
て
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
⽛
負
動
産
⽜
に
限
っ
て
い
え
ば
―
所
有
権
放
棄
で
き
な
い
と
解
す
る
の
が
通
説
化
し
て
い
る
観
が
あ
る
。
裁
判
例
で
も
、
若
干
特
殊
な
事
案
に
つ
い
て
の
下
級
審
裁
判
例
で
は
あ
る
が
、
土
地
所
有
権
放
棄
を
無
効
と
解
し
た
例
が
あ
る
（
広
島
高
裁
松
江
支
部
平
成
二
八
年
一
二
月
二
一
日
判
決
（
平
成
二
八
年
（
ネ
）
五
一
号
）、
同
判
決
に
つ
い
て
、
吉
田
克
己
⽛
不
動
産
所
有
権
放
棄
を
め
ぐ
る
裁
判
例
の
出
現
⽜
市
民
と
法
一
〇
八
号
（
平
成
二
九
年
）
三
～
一
二
頁
、
張
洋
介
⽛
土
地
所
有
権
放
棄
の
場
面
に
お
け
る
土
地
所
有
者
の
自
由
と
責
任
―
広
島
高
裁
松
江
支
部
平
成
28年
12月
21日
判
決
を
手
が
か
り
に
―
⽜
法
と
政
治
六
九
巻
二
号
（
平
成
三
〇
年
）
一
二
五
～
一
五
四
頁
、
小
柳
春
一
郎
⽛
土
地
所
有
権
放
棄
と
権
利
濫
用
⽜
Ｔ
Ｋ
Ｃ
ロ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
平
成
三
〇
年
八
月
三
一
日
掲
載
新
・
判
例
解
説
W
atch
民
法
（
財
産
法
）
№
一
五
一
文
献
番
号
z18817009-00-031511658
http://lex.law
library.jp/com
m
entary
/
pdf/z18817009-00-031511658_tkc.pdf
な
ど
。）。
（
⚖
）
財
務
省
の
地
方
支
分
部
局
と
し
て
、
全
国
に
九
つ
の
財
務
局
（
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
北
陸
、
東
海
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
）
と
一
つ
の
財
務
支
局
（
福
岡
）
が
置
か
れ
、
下
部
組
織
と
し
て
各
地
に
財
務
事
務
所
（
四
〇
箇
所
）、
出
張
所
（
一
三
箇
所
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
札
幌
学
院
法
学
（
三
五
巻
二
号
）
一
一
(七
五
)
沖
縄
県
で
は
、
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
が
財
務
局
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
（
沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
）。
（
⚗
）
⽛
不
動
産
所
有
権
の
放
棄
と
国
庫
帰
属
―
各
地
の
財
務
局
へ
の
情
報
公
開
請
求
か
ら
み
え
て
き
た
も
の
―
⽜
札
幌
学
院
法
学
三
四
巻
一
号
（
平
成
二
九
年
）
一
～
五
一
頁
。
（
⚘
）
財
務
局
等
は
相
続
人
不
存
在
に
よ
る
不
動
産
の
国
庫
帰
属
を
基
本
的
に
受
け
な
い
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
筆
者
が
平
成
二
九
年
一
月
に
財
務
省
（
理
財
局
国
有
財
産
業
務
課
）
に
電
話
で
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
引
き
受
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
、
例
年
、
数
は
多
く
な
い
が
三
〇
前
後
の
件
数
が
あ
る
（
拙
稿
・
前
掲
（
注
（
⚗
））
札
幌
学
院
法
学
三
四
巻
一
号
三
七
頁
注
一
〇
）。
（
⚙
）
平
成
二
二
年
一
月
以
降
の
分
に
つ
い
て
も
、
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
上
、
一
覧
で
き
る
の
は
土
地
か
建
物
か
の
区
分
で
し
か
な
く
、
建
物
が
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
や
は
り
一
つ
一
つ
決
議
書
の
綴
り
を
確
認
す
る
し
か
術
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
相
続
人
不
存
在
に
よ
り
国
庫
帰
属
と
な
る
不
動
産
は
そ
の
多
く
が
土
地
で
あ
る
が
、
建
物
も
、
建
物
付
き
の
土
地
と
か
で
、
あ
る
程
度
は
件
数
が
あ
る
（
拙
稿
・
前
掲
（
注
（
⚗
））
札
幌
学
院
法
学
三
四
巻
一
号
四
頁
）
の
で
、
こ
の
作
業
だ
け
で
も
、
各
地
の
財
務
局
の
職
員
に
は
、
ご
苦
労
を
か
け
た
。
（
10）
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
堅
固
で
、
比
較
的
大
規
模
な
共
同
住
宅
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
が
、
区
分
所
有
建
物
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
そ
う
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
な
い
し
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
の
長
屋
の
類
い
も
含
ま
れ
て
く
る
。
そ
う
し
た
長
屋
の
類
い
が
（
長
屋
全
体
で
は
な
く
、
そ
の
な
か
の
一
住
戸
だ
け
が
）
相
続
人
不
存
在
に
よ
り
国
庫
帰
属
と
な
る
例
も
実
際
に
あ
る
が
、
本
稿
で
は
紹
介
か
ら
除
外
し
た
。
区
分
所
有
者
の
数
が
多
く
、
権
利
関
係
の
整
理
が
容
易
で
な
い
と
か
、
建
物
が
堅
固
で
解
体
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
と
い
っ
た
属
性
は
、
い
わ
ゆ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ら
で
は
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
厄
介
な
存
在
が
国
庫
に
引
き
取
ら
れ
て
い
る
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
本
稿
の
趣
旨
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
件
、
長
屋
の
実
例
を
紹
介
し
て
お
く
と
、
大
阪
府
寝
屋
川
市
に
所
在
す
る
昭
和
四
二
年
三
月
一
五
日
建
築
の
木
造
瓦
葺
二
階
建
集
合
住
宅
の
な
か
の
一
住
戸
が
平
成
二
九
年
二
月
九
日
に
国
庫
帰
属
と
な
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
敷
地
は
国
有
地
な
の
で
、
建
物
（
一
住
戸
）
だ
け
の
国
庫
帰
属
で
あ
る
。
国
庫
帰
属
と
な
っ
た
住
戸
は
一
階
部
分
が
二
四
・
七
〇
平
米
、
二
階
部
分
が
一
八
・
四
三
平
米
と
狭
小
だ
が
、
一
階
部
分
は
玄
関
、
台
所
、
流
し
、
居
間
、
ト
イ
レ
、
風
呂
場
で
、
二
階
部
分
は
寝
室
、
小
部
屋
、
押
入
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
な
り
、
住
戸
と
し
て
の
機
能
を
備
え
て
い
る
。
建
物
全
体
は
一
階
部
分
が
一
二
九
・
一
八
平
米
、
二
階
部
分
が
一
〇
二
・
四
六
平
米
で
、
今
回
国
庫
帰
属
と
な
っ
た
住
戸
を
含
め
て
全
部
で
六
住
戸
あ
る
よ
う
で
相
続
人
の
い
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
国
庫
帰
属
（
田
處
博
之
）
一
二
(七
六
)
あ
る
。
建
物
登
記
も
区
分
所
有
建
物
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
台
帳
上
の
価
格
は
不
明
だ
が
、こ
う
し
た
状
態
な
の
で
低
廉
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
借
地
権
価
格
は
、
敷
地
（
国
有
地
）
の
平
成
二
六
年
度
相
続
税
路
線
価
が
九
万
三
〇
〇
〇
円
で
、
三
三
・
八
四
平
米
あ
り
、
借
地
権
割
合
が
六
割
と
の
こ
と
な
の
で
、
二
〇
〇
万
円
弱
と
思
わ
れ
る
。
す
べ
て
の
相
続
人
が
相
続
放
棄
し
た
た
め
（
そ
の
事
情
と
し
て
、
相
続
財
産
の
管
理
人
（
弁
護
士
）
と
の
応
答
記
録
中
の
財
務
局
の
発
言
と
し
て
、
⽛
本
件
国
有
地
を
返
還
す
る
た
め
に
は
建
物
を
取
り
壊
す
必
要
が
あ
る
こ
と
等
の
事
情
が
あ
り
、
相
続
人
と
し
て
は
、
不
動
産
を
手
放
し
た
い
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
⽜
と
あ
る
。）、
相
続
人
不
存
在
と
な
り
、
国
が
、
敷
地
に
つ
い
て
新
た
な
賃
貸
借
契
約
の
締
結
、
未
払
賃
料
（
納
期
が
平
成
二
五
年
二
月
二
〇
日
か
ら
平
成
二
七
年
三
月
二
〇
日
ま
で
の
約
三
年
分
が
未
納
と
な
っ
て
い
た
。
賃
料
額
は
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
不
明
だ
が
、
応
答
記
録
中
の
相
続
財
産
の
管
理
人
の
発
言
と
し
て
低
廉
と
あ
る
。）
の
回
収
を
目
的
と
し
て
、
大
阪
家
裁
に
相
続
財
産
の
管
理
人
の
選
任
を
申
し
立
て
、
相
続
財
産
の
管
理
人
が
選
任
さ
れ
た
。
近
畿
財
務
局
は
、
土
地
建
物
セ
ッ
ト
で
の
売
却
を
希
望
し
て
い
て
、
相
続
財
産
の
管
理
人
に
お
い
て
努
力
を
重
ね
た
が
、
建
物
が
シ
ロ
ア
リ
に
や
ら
れ
て
い
て
難
し
く
、
結
局
、
国
庫
帰
属
と
な
っ
た
。
住
戸
内
に
は
布
団
、
タ
ン
ス
、
扇
風
機
、
ベ
ッ
ト
等
の
家
財
が
残
っ
て
い
た
が
、
相
続
財
産
の
管
理
人
に
お
い
て
処
分
す
る
こ
と
が
費
用
的
に
困
難
で
、
財
務
局
に
お
い
て
平
成
二
九
年
度
の
予
算
要
求
を
行
い
、
ま
た
、
未
払
賃
料
も
本
件
引
受
完
了
と
と
も
に
徴
収
停
止
と
す
る
と
さ
れ
た
。
建
物
に
つ
い
て
も
、
解
体
撤
去
を
視
野
に
入
れ
、
平
成
二
九
年
度
の
予
算
要
求
を
行
う
と
さ
れ
た
。
（
11）
牧
野
知
弘
⽝
⚒
⚐
⚒
⚐
年
マ
ン
シ
ョ
ン
大
崩
壊
（
文
春
新
書
⚑
⚐
⚓
⚙
）⽞（
平
成
二
七
年
、
文
藝
春
秋
）
一
〇
二
～
一
〇
七
頁
を
参
照
。
な
お
、
相
続
財
産
の
管
理
人
が
選
任
さ
れ
て
、
相
続
財
産
管
理
の
業
務
が
開
始
さ
れ
て
も
、
引
き
取
り
手
が
見
付
か
ら
な
い
不
動
産
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
家
裁
が
、
管
理
人
選
任
処
分
の
取
消
し
の
審
判
（
家
事
事
件
手
続
法
二
〇
八
条
、
一
二
五
条
七
項
）
を
し
て
、
相
続
財
産
管
理
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
こ
れ
に
よ
り
、
管
理
人
は
職
を
辞
し
財
産
管
理
業
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
が
、
当
該
不
動
産
は
、
亡
某
相
続
財
産
の
登
記
名
義
の
ま
ま
、
管
理
す
る
人
な
く
放
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
も
し
、
当
該
不
動
産
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
人
が
い
れ
ば
、
ま
た
そ
の
者
が
改
め
て
、
管
理
人
の
選
任
を
家
裁
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
る
。）。
し
か
し
、
相
続
財
産
が
残
っ
て
い
る
の
に
、
国
庫
に
引
き
継
ぐ
こ
と
な
く
管
理
人
の
選
任
を
取
り
消
し
、
相
続
財
産
管
理
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
だ
ろ
う
（
金
子
修
編
著
⽝
逐
条
解
説
家
事
事
件
手
続
法
⽞（
平
成
二
五
年
、
商
事
法
務
）
六
五
五
頁
（
二
〇
八
条
の
解
説
）
を
参
照
。）。
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
三
〇
日
脱
稿
)
札
幌
学
院
法
学
（
三
五
巻
二
号
）
一
三
(七
七
)

